
冬の間、各家庭で一人一鉢、面倒を見てもらったパンジーですが、3 月になって春の暖

かさを感じる日が多くなり、花がたくさん咲いてきました。文字通り卒園式の会場に花

を添えてくれます。今年度もコロナ禍の関係で様々な制約があった 1 年でした。そんな

中でしたが子供たちはいつも元気いっぱいで活動していました。 

さて、園だより３月号でも記述しましたが、鳩山幼稚園の２年間は本当に早い。入園

の年と卒園の年しかありません。特に修了児の 11 名は、未就園児保育体験（ひよこ組）

で園に遊びには来ていましたが、入園式だけ済ませて２ヶ月休園となってしまいました。

2 年間ずっとコロナ禍の中での園生活でした。そんな 11 名が見違えるほど大きく成長し、次のステージに巣立って

いくのかと思うと、時の流れを感じると共に 2 年間を思い出し感慨深いものがあります。 

にじ組の 11 名はたくさんの思い出のある鳩山幼稚園とも今日でお別れです。 

 

鳩山幼稚園の教育 -ステージ０（ゼロ）の取組 - 
鳩山幼稚園長 岡部 玲子 

 

幼稚園は「学校教育法」で定められた“学校”です。ですから幼稚園での取組は、

意図を持って行っている教育活動です。子供たちは幼稚園に入園して、家族以外の同年齢の子供た

ちとの集団生活の中での遊びや一斉の活動の中で成長していきます。遊びの中では一緒に遊ぶ楽し

さはもちろんですが、全てが思い通りにはならない中で、遊びのルール、友達との折り合いの付け

方などを学んでいきます。また、一斉指導では、ハサミや糊、セロハンテープの使い方など技能を習

得し製作物を作ったり、また、カスタネットや鈴などの簡単な楽器の音の鳴るおもしろさから音楽

的な興味を持ったり、小学校 1 年生が “ステージ 1”だとしたら、幼稚園はそのステージに行くま

での“ステージ０”ではないかと思います。“ゼロ”から出発し、この２年間でたくさんのものを身

に付け、小学校でのステージ１に繋げていこうと考え取り組んできました。これらの基本的なもの

の他に、様々な場面で紹介してきましたが、鳩山幼稚園では『特色ある教育活動』として「栽培活

動」と「読書活動」に取り組んできました。この取組は園内だけでなく、保護者の

皆様のご理解・ご協力のもと取り組み、大きな成果があったと感じています。必ず

や次のステージへ繋がっていくと思っています。 

さて、栽培活動ですが、さくら組はジャガイモ植えやソラマメ栽培など年度をま

たぐ活動にすでにとりかかっています。読書活動は、園だより３月号でも振り返り

をしましたが、３月１０日（木）の絵本の返却で今年度の貸出し活動は終了しまし

た。今年度最後の絵本ノートには、多くの保護者の皆さんから “ひとこと”欄へ、たくさんの言葉

をいただきました。一つ一つ“ひとこと”欄へのコメントを書いていると、この取組を続けて本当に

良かったと感じました。来年も継続して取り組んでいきたいと考えています。卒園する皆さんは小

学校でもぜひたくさんの本を読んでください。必ず役に立ちます。 

最後に絵本ノート保護者“ひとこと”（ 一部抜粋）を紹介させていただきます。心よりありがとうござました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にゃんにゃん 

未就園児保育体験…バス乗車練習 

因陀羅の皆さん 太鼓の体験もさせてもらいました。 


